[image: ]かみさまの　しょうにん
　　　　　かみさまの　しもべ
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あなたがたはわたしの証人 (しょうにん)、――主 (しゅ)の御告 (みつ)げ――わたしが選 (えら)んだわたしのしもべである。これは、あなたがたが知 (し)って、わたしを信 (しん)じ、わたしがその者 (もの)であることを悟 (さと)るためだ。わたしより先 (さき)に造 (つく)られた神 (かみ)はなく、わたしより後 (のち)にもない。

　　　　　　イザヤ
43章 (しょう)10節 (せつ)



人 (ひと)はだれでも、幸 (しあわ)せになることを望 (のぞ)みます。それゆえ、自分 (じぶん)が持 (も)っている幸 (しあわ)せの基準 (きじゅん)のとおり熱心 (ねっしん)に勉強 (べんきょう)して、お金 (かね)を貯 (た)めます。結婚 (けっこん)をして成功 (せいこう)するために、絶 (た)え間 (ま)なく努力 (どりょく)することもあるでしょう。名誉 (めいよ)を得 (え)るために、手段 (しゅだん)を選 (えら)ばない場合 (ばあい)も多 (おお)いです。ところが、そのようになれば幸 (しあわ)せになると思 (おも)っていた基準 (きじゅん)のゆえに、成功者 (せいこうしゃ)、エリートにむしろ問題 (もんだい)が生 (しょう)じています。理由 (りゆう)も分 (わ)からないまま、苦 (くる)しみの中 (なか)を生 (い)きていきます。
人 (ひと)は神様 (かみさま)に会 (あ)ってこそ幸 (しあわ)せになることができます。どんなことも、神様 (かみさま)に代 (か)わることはできません。しかし、人 (ひと)の力 (ちから)では神様 (かみさま)を知 (し)ることも、会 (あ)うこともできないから、神様 (かみさま)が直 (ちょく)接 (せつ)、唯一 (ゆいいつ)の方法 (ほうほう)をくださいました。キリストを送 (おく)ってくださったのです。この約束 (やくそく)によって救 (すく)われた私 (わたし)たちは、聖書 (せいしょ)の人物 (じんぶつ)のように福音 (ふくいん)を伝 (つた)える証人 (しょうにん)です。
聖書 (せいしょ)のレムナント７人（ヨセフ、モーセ、サムエル、ダビデ、エリシャ、イザヤ、パウロ）は、時代 (じだい)ごとに神様 (かみさま)が生 (い)きておられることと福音 (ふくいん)を伝 (つた)えました。ヘブル11章 (しょう)に出 (で)てくる信仰 (しんこう)の人々 (ひとびと)は、神様 (かみさま)の願 (ねが)いを成 (な)し遂 (と)げる証人 (しょうにん)として、主人 (しゅじん)である神様 (かみさま)のみことばに従 (したが)うしもべとして現場 (げんば)を生 (い)かしました。また、ローマ16章 (しょう)の重職者 (じゅうしょくしゃ)は、殉教 (じゅんきょう)することもありましたが、結局 (けっきょく)ローマ福音化 (ふくいんか)に用 (もち)いられる証人 (しょうにん)になりました。いまは私 (わたし)たちが神様 (かみさま)の証 (しょう)人 (にん)、のしもべとして用 (もち)いられるでしょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









神様 (かみさま)！神様 (かみさま)の願 (ねが)いを成 (な)し遂 (と)げる者 (もの)として呼 (よ)んでくださってありがとうございます。世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)に用 (もち)いられる神様の証人 (しょうにん)、のしもべとなりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
インマヌエル教会聖日2部│　2017.11.5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]かいてみよう
下 (した)の欄 (らん)に、福音 (ふくいん)であるイエス・キリストの力 (ちから)についてのみことばの聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)が書 (か)いてあります。聖書 (せいしょ)から見 (み)つけて、書 (か)きましょう。心 (こころ)に残 (のこ)るみことばを暗唱 (あんしょう)しましょう。福音 (ふくいん)が必要な友 (とも)だちに伝 (つた)えましょう。
　　　　　　　　　　　　







使徒 (しと)4章 (しょう)12節 (せつ)のみことば　　　　　　　　　　　　　　　　ヨハネ1章 (しょう)12節 (せつ)のみことば







　　ローマ5章 (しょう)8節 (せつ)のみことば　　　　　　　　　　ヨハネ5章 (しょう)242節 (せつ)のみことば






ヨハネ14章 (しょう)6節 (せつ)のみことば　　　　　　　　　　　　　　ローマ8章 (しょう)2節 (せつ)のみことば
　






Iヨハネ3章 (しょう)8節 (せつ)のみことば　　　　　　　　マルコ10章 (しょう)45節 (せつ)のみことば
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





[image: ][image: ]いやしの　みことば


かようび

神 (かみ)のことばは生 (い)きていて、力 (ちから)があり、両刃 (りょうば)の剣 (つるぎ)よりも鋭 (するど)く、たましいと霊 (れい)、関節 (かんせつ)と骨髄 (こつずい)の分 (わ)かれ目 (め)さえも刺 (さ)し通 (とお)し、心 (こころ)のいろいろな考 (かんが)えやはかりごとを判別 (はんべつ)することができます。


　　　　　　ヘブル
4章 (しょう)12節 (せつ)




科学 (かがく)と医療 (いりょう)技術 (ぎじゅつ)は、おどろくほど発展 (はってん)したのですが、精神 (せいしん)問題 (もんだい)は、より一層 (いっそう)、深刻化 (しんこくか)しています。技術 (ぎじゅつ)の発展 (はってん)と便利 (べんり)な生活 (せいかつ)が、まことの幸 (しあわ)せをえることはできないからです。このような世 (よ)の中 (なか)をいやす方法 (ほうほう)が、神様 (かみさま)のみことばに正 (ただ)しく集中 (しゅうちゅう)することです。ヘブル人 (びと)への手紙 (てがみ)には、神様 (かみさま)のみことばを両刃 (りょうば)の剣 (つるぎ)だとたとえてあります。私 (わたし)のたましいと霊 (れい)、関節 (かんせつ)と骨髄 (こつずい)をいやすだけでなく、心 (こころ)と考 (かんが)えまでいやす力 (ちから)があるからです。聖書 (せいしょ)のみことばは、いのちがあります。このみことばに正 (ただ)しく集中 (しゅうちゅう)すれば、神様 (かみさま)が直接 (ちょくせつ)、私 (わたし)の考 (かんが)え、心 (こころ)を正 (ただ)しくしてくださいます。が変 (か)えることができなくて、医師 (いし)がなおすことができないことまでいやされます。
正 (ただ)しく集中 (しゅうちゅう)する方法 (ほうほう)があります。１つ目 (め)、みことばを読 (よ)んで心 (こころ)に刻 (きざ)む黙想 (もくそう)、２つ目 (め)、みことばを覚 (おぼ)えて刻印 (こくいん)させる暗唱 (あんしょう)、３つ目 (め)、メッセージをしっかり聞 (き)いて記録 (きろく)しながら、みことばに正 (ただ)しい集中 (しゅうちゅう)をすることです。この３つで神様 (かみさま)が私 (わたし)のすべてをいやしてくださる神様 (かみさま)だという事実 (じじつ)を体験 (たいけん)するようになるでしょう。すべてのことを感謝 (かんしゃ)に変 (か)える祈 (いの)りもいっしょにするなら、私 (わたし)の考 (かんが)え、心 (こころ)を神様 (かみさま)が守 (まも)ってくださる答 (こた)えを受 (う)けます。これは最 (もっと)も大 (おお)きな答 (こた)えです。これからは、私 (わたし)をいやしてくださる神様 (かみさま)にみことばと祈 (いの)りですべてを集中 (しゅうちゅう)する時間 (じかん)を持 (も)ちましょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









神様 (かみさま)、みことばで、私 (わたし)をいやしてくださり、祈 (いの)りで私 (わたし)の考 (かんが)えと心 (こころ)を守 (まも)ってくださる神様 (かみさま)を体験 (たいけん)させてください。神様 (かみさま)に集中 (しゅうちゅう)するように導 (みちび)いてください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

いやし使命者大会│　2017.11.7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]ちょっと
きゅうけい
私 (わたし)は、みことばに集中 (しゅうちゅう)していますか。下 (した)の点 (てん)をつなげて、絵 (え)を完成 (かんせい)しましょう。黙想 (もくそう)の助 (たす)けになる３つの絵 (え)が完成 (かんせい)します。完成 (かんせい)した絵 (え)に色 (いろ)をぬって、みことばにもう一度 (いちど)集中 (しゅうちゅう)しましょう。
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





[image: ]かたてには　みことば
　　　　もう　かたほうの　てに　いのり
　　　　　

[image: ]すいようび


　　　　　　そして、彼 (かれ)らは使 (し)徒 (と)たちの教 (おし)えを堅 (かた)く守 (まも)り、交 (まじ)わりをし、パンを裂 (さ)き、祈 (いの)りをしていた。
使徒 (しと)
2章 (しょう)42節 (せつ)



世界 (せかい)がもし１００人 (にん)の村 (むら)だったとしたら、そのうち１０人 (にん)は成功 (せいこう)した生活 (せいかつ)を送 (おく)っていますが、残 (のこ)りの９０人 (にん)は「生活 (せいかつ)が苦 (くる)しい、ことがうまく進 (すす)まない」と思 (おも)いながら生 (い)きています。私 (わたし)はどうでしょうか。「だめだな」と思 (おも)いながら恐 (おそ)れていませんか。
ローマを福音 (ふくいん)化 (か)した初代 (しょだい)教会 (きょうかい)の信徒 (しんと)は、世 (よ)の中 (なか)に認 (みと)められるようなれたがあったり、力 (ちから)を持 (も)っていた人々 (ひとびと)ではありませんでした。当時 (とうじ)、福音 (ふくいん)を伝 (つた)えれば死刑 (しけい)になる法律 (ほうりつ)までありました。けれども、神様 (かみさま)の願 (ねが)いである福音 (ふくいん)が伝 (つた)えられる働 (はたら)きに大胆 (だいたん)に挑戦 (ちょうせん)したのです。また、使徒 (しと)たちの教 (おし)えに従 (したが)って、福音 (ふくいん)のみことばをともに分 (わ)かち合 (あ)い、福音 (ふくいん)が伝 (つた)えられることに集中 (しゅうちゅう)して祈 (いの)りました。それから約 (やく)200年 (ねん)がすぎて、ローマ全体 (ぜんたい)が福 (ふく)音 (いん)化 (か)される驚 (おどろ)くべき証拠 (しょうこ)が現 (あらわ)れました。
私 (わたし)が完 (かん)ぺきにできることなど、なにひとつありません。しかし、いのちのみことばである神様 (かみさま)がくださる力 (ちから)を受 (う)ければ、どんなことも成功 (せいこう)する結果 (けっか)を得 (え)るようになります。片 (かた)手 (て)にはみことば、もう片方 (かたほう)の手 (て)には祈 (いの)りを持 (も)って、勉強 (べんきょう)と学校 (がっこう)生活 (せいかつ)に挑戦 (ちょうせん)しましょう。神様 (かみさま)の願 (ねが)いを心 (こころ)に入 (い)れて集中 (しゅうちゅう)して挑戦 (ちょうせん)すれば、神様 (かみさま)の力 (ちから)が現 (あらわ)れるでしょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









神様 (かみさま)、初代 (しょだい)教会 (きょうかい)の信徒 (しんと)たちのように、現場 (げんば)、を生 (い)かす神様 (かみさま)のみことばを握 (にぎ)って、祈 (いの)るように、心 (こころ)を治 (おさ)めてください。そして、神様 (かみさま)がくださる答 (こた)えの証人 (しょうにん)となりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

女性教役者修練会１講│　2017.11.7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]4月 (がつ)には、どんな悩 (なや)みを分 (わ)かち合 (あ)いましょうか。





　　　　パク・ウヨン牧師 (ぼくし)夫人 (ふじん)
　　　　わたし、
なやんでいます！
男女 (だんじょ)平等 (びょうどう)は、神様 (かみさま)のみことば（創世記 (そうせいき)3:16～17）から
はずれることなのですか。

インマヌエルソウル教会/イ・エリン　レムナント

性差別 (せいさべつ)は、創世記 (そうせいき)３章 (しょう)以後 (いご)、人間 (にんげん)の罪 (つみ)によって生 (しょう)じたことです。神様 (かみさま)のかたちである本来 (ほんらい)の人間 (にんげん)は、男性 (だんせい)と女性 (じょせい)が平等 (びょうどう)に創造 (そうぞう)されました。創世記 (そうせいき)３章 (しょう)１６～１７節 (せつ)のみことばは「男性 (だんせい)と女性 (じょせい)の役割 (やくわり)と機能 (きのう)が違 (ちが)う」（男性 (だんせい)は支配 (しはい)するミッション、女性 (じょせい)はその夫 (おっと)を助 (たす)ける者 (もの)）ということです。みことばを詳 (くわ)しく見 (み)ると、特定 (とくてい)の部分 (ぶぶん)では女性 (じょせい)がより一層力 (いっそうちから)あるように創造 (そうぞう)されたと見 (み)ることもできます。相手 (あいて)より力 (ちから)がなければ助 (たす)けられないですから。
ところが、悪魔 (あくま)の誘惑 (ゆうわく)を受 (う)けてみことばを離 (はな)れ、罪 (つみ)を犯 (おか)した後 (あと)に状況 (じょうきょう)が変 (か)わりました。女性 (じょせい)は夫 (おっと)を恋 (こ)い慕 (した)って夫 (おっと)に支配 (しはい)される存在 (そんざい)としてのろわれるようになったのです。歳月 (さいげつ)が流 (なが)れて、みことばを回復 (かいふく)できない男性 (だんせい)は、のろいを招 (まね)いた女性 (じょせい)を差別 (さべつ)しました。その苦 (くる)しみが繰 (く)り返 (かえ)されて、サタンの実体 (じったい)を知 (し)らずに、みことばをのがした女性 (じょせい)もまた、男性 (だんせい)に反発 (はんぱつ)して、男女 (だんじょ)平等 (びょうどう)を主張 (しゅちょう)し始 (はじ)めました。
今 (いま)、多 (おお)くの人が主張 (しゅちょう)する男女 (だんじょ)平等 (びょうどう)は、サタンの合同 (ごうどう)作品 (さくひん)です。むしろ神様 (かみさま)に敵対 (てきたい)することに使 (つか)っているからです。創造 (そうぞう)の秩序 (ちつじょ)である本当 (ほんとう)の平等 (びょうどう)（助 (たす)け手 (て)）　　　　
を押 (お)しのけて、むしろ男性 (だんせい)を無視 (むし)したり、同性愛 (どうせいあい)を後押 (あとお)しする根拠 (こんきょ)になっています。
福音 (ふくいん)は本来 (ほんらい)の人間 (にんげん)に与 (あた)えられた男女 (だんじょ)平等 (びょうどう)を知 (し)らせる
答 (こた)えです。ですから、福音 (ふくいん)の中 (なか)にいれば、
神様 (かみさま)が造 (つく)られた男女 (だんじょ)平等 (びょうどう)の秩序 (ちつじょ)の中 (なか)で、幸 (しあわ)せになることができます。
なやんでいます
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





[image: ]わたしの　すいじゅんを　
こえる　ほうほう


[image: ]もくようび

　　　　　　
エステル
6章 (しょう)3～4節 (せつ)
エステルがアハシュエロス王 (おう)の王宮 (おうきゅう)に召 (め)されたのは、王 (おう)の治世 (ちせい)の第七年 (だいしちねん)の第十 (だいじゅう)の月 (つき)、すなわちテベテの月 (つき)であった。



すべての人 (ひと)が、自分 (じぶん)の持 (も)っているものと、自分 (じぶん)の力 (ちから)を基準 (きじゅん)にして考 (かんが)えます。このような私 (わたし)の考 (かんが)えの枠 (わく)を抜 (ぬ)け出 (だ)すのは大変 (たいへん)です。結局 (けっきょく)、私 (わたし)の限界 (げんかい)を見 (み)つめながら考 (かんが)えて選択 (せんたく)しながら生 (い)きていきます。聖書 (せいしょ)には、自分 (じぶん)の限界 (げんかい)と水準 (すいじゅん)を越 (こ)えた人々 (ひとびと)がいます。神様 (かみさま)に会 (あ)って、神様 (かみさま)が造 (つく)られた私 (わたし)を発見 (はっけん)して、そのなかで神様 (かみさま)がなさる天命 (てんめい)を発見 (はっけん)した人々 (ひとびと)です。
モーセに千人 (せんにん)の長 (ちょう)、百人 (ひゃくにん)の長 (ちょう)、の長 (ちょう)を弟子 (でし)としてたてるように言 (い)ったイテロ長老 (ちょうろう)（出18:1～17）エリコを通 (とお)してカナン征服 (せいふく)のための最初 (さいしょ)の門 (もん)を開 (あ)けるように助 (たす)けたラハブ（ヨシュア2:15～24）カルメル山 (さん)の戦闘 (せんとう)を助 (たす)け、預言者 (よげんしゃ)100人 (にん)を隠 (かく)したオバデヤ（I列王18:1～13）すべてのイスラエルの民 (たみ)が殺 (ころ)される危機 (きき)が訪 (おとず)れたとき、死 (し)を覚悟 (かくご)して王 (おう)に真実 (しんじつ)を知 (し)らせたエステル（エステル4:1～16）が代表的 (だいひょうてき)な人物 (じんぶつ)です。
神様 (かみさま)は私 (わたし)にも天命 (てんめい)をくださいました。私 (わたし)が、神様 (かみさま)が造 (つく)られた私 (わたし)を見 (み)つけるとき、天命 (てんめい)を発見 (はっけん)するようになるでしょう。また、神様 (かみさま)が私 (わたし)を用 (もち)いられる時刻表 (じこくひょう)がくるようになります。天命 (てんめい)を発見 (はっけん)して用 (もち)いられた人々 (ひとびと)のように、毎日 (まいにち)、３つの今日 (きょう)（今日 (きょう)のみことば、祈 (いの)り、伝道 (でんどう)）を見 (み)つけながら、神様 (かみさま)に会 (あ)って、私 (わたし)の時 (とき)を待 (ま)ちましょう。

















[image: ]


きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　







神様 (かみさま)、私 (わたし)の水準 (すいじゅん)を超 (こ)えて、神様 (かみさま)の天命 (てんめい)を成 (な)し遂 (と)げる人 (ひと)として呼 (よ)んでくださって、ありがとうございます。神様 (かみさま)の時 (とき)を待 (ま)ちながら、みことば、祈 (いの)り、伝道 (でんどう)に集中 (しゅうちゅう)する霊的 (れいてき)な力 (ちから)を増 (ま)し加 (くわ)えてください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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[image: ]めいろ
私 (わたし)の水準 (すいじゅん)を超 (こ)えて、神様 (かみさま)の水準 (すいじゅん)で、神様 (かみさま)の願 (ねが)い、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)がなされています。私 (わたし)を邪魔 (じゃま)するものを避 (さ)けて、めいろをけて、神様 (かみさま)の願 (ねが)いにゴールインしましょう。　　　
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[image: ][image: ]せかいの　わざわいを　ふせぐ
　　　　　　　　　　レムナント
　　　　　　　　　　　　　　　



きんようび

しかし、あなたがたは、選 (えら)ばれた種族 (しゅぞく)、王 (おう)である祭司 (さいし)、なる国民 (こくみん)、神 (かみ)の所有 (しょゆう)とされた民 (たみ)です。それは、あなたがたを、やみの中 (なか)から、ご自分 (じぶん)の驚 (おどろ)くべき光 (ひかり)の中 (なか)に招 (まね)いてくださった方 (かた)のすばらしいみわざを、あなたがたが宣 (の)べえるためなのです。

　　　　　　Iペテロ
2章 (しょう)9節 (せつ)



これからこの世界 (せかい)に、どんなことが起 (お)きるのでしょうか。聖書 (せいしょ)には、このことについての正確 (せいかく)なみことばが記録 (きろく)されています。
地震 (じしん)、飢謹 (ききん)、戦争 (せんそう)、さまざまな問題 (もんだい)が起 (お)きて（マタイ24:1～14）、苦 (くる)しみの時 (とき)が来 (く)る（Ⅱテモテ3:1～13）ということです。特 (とく)に、暗 (くら)やみがいっぱいである混乱 (こんらん)した時代 (じだい)が来 (く)るために、ここにキリストの光 (ひかり)が必要 (ひつよう)だとおっしゃっています。（黙示12:1～9）
このとき、絶対 (ぜったい)に必要 (ひつよう)な人 (ひと)がいます。聖書 (せいしょ)が語 (かた)る３つの奥義 (おくぎ)を知 (し)っている人 (ひと)です。
１つ目 (め)、王 (おう)として来 (こ)られたキリストを宣言 (せんげん)してサタンを縛 (しば)る人 (ひと)です。
２つ目 (め)、祭司 (さいし)として来 (こ)られたキリストを宣言 (せんげん)して、世 (よ)の中 (なか)のわざわいを防 (ふせ)ぐ人 (ひと)です。
３つ目 (め)、預言者 (よげんしゃ)として来られたキリストを宣言 (せんげん)して、地獄 (じごく)の背景 (はいけい)を防 (ふせ)ぐ人です。
ペテロの手紙 (てがみ)第一 (だいいち)には、このような人 (ひと)を王 (おう)である祭司 (さいし)として記録 (きろく)されています。キリストの働 (はたら)きを代 (か)わりにする人 (ひと)、すなわち「キリストの大使 (たいし)」だということです。預言者 (よげんしゃ)エゼキエルのように立 (た)ち上 (あ)がり、神様 (かみさま)のみことばを預言 (よげん)しながら死 (し)んでいる現場 (げんば)を生 (い)かす挑戦 (ちょうせん)を始 (はじ)めましょう。世界 (せかい)のわざわいを防 (ふせ)ぐキリストの大使 (たいし)であり、神様 (かみさま)に喜 (よろこ)ばれるレムナントだからです。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









神様 (かみさま)、エゼキエルのように、わざわいにあっている世界 (せかい)にみことばを預言 (よげん)するレムナントとして呼 (よ)んでくださって、ありがとうございます。私 (わたし)が行 (ゆ)くすべての現場 (げんば)に、キリストの光 (ひかり)を照 (て)らすように、霊的 (れいてき)な力 (ちから)を増 (ま)し加 (くわ)えてください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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[image: ]キリストの大使 (たいし)は、この世 (よ)に福音 (ふくいん)の光 (ひかり)を照 (て)らす者 (もの)です。
全世界 (ぜんせかい)がキリストの光 (ひかり)で満 (み)たされるように祈 (いの)りながら、あちこちに
光 (ひかり)を照 (て)らす灯台 (とうだい)をおりがみで作 (つく)りましょう。


　　　　　　　　　キリストの光 (ひかり)を放 (はな)つ
　　　　　　　とうだい　おりがみ












半分 (はんぶん)に切 (き)ったおりがみを　　写真 (しゃしん)のように、真 (ま)んに　　ひっくりかえして、上 (うえ)の
真 (ま)ん中 (なか)に合 (あ)わせております　おった部分 (ぶぶん)を外側 (そとがわ)に　　　　真 (ま)ん中 (なか)がとがるようにおり
　　　　　　　　　　おります　　　　　　　　　下 (した)はおりがみの真 (ま)ん中 (なか)に来 (く)る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ようにおります







写真 (しゃしん)のように、下 (した)を上 (うえ)に　　　おった下 (した)の面をおりがみが　　柱 (はしら)になるように胴 (どう)の部分 (ぶぶん)を
一回 (いっかい)、右側 (みぎがわ)に一回 (いっかい)おります　　立 (た)つように中 (ちゅう)心 (しん)に合 (あわ)せて　　半分 (はんぶん)におり、上 (うえ)は屋根 (やね)になる
　　　　　　　　　　　　　　おります　　　　　　　　　ように内側 (うちがわ)におれば、できあがり！


ワーク
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[image: ]ふくいんで　げんばを　いかしましょう


[image: ]どようび


すると、ペテロは、「金銀 (きんぎん)は私 (わたし)にはない。しかし、私 (わたし)にあるものを上 (あ)げよう。ナザレのイエス・キリストの名 (な)によって、歩 (ある)きなさい」と言 (い)って、
使徒 (しと)
3章 (しょう)6節 (せつ)



　　　　　　
もっとも福音 (ふくいん)を必要 (ひつよう)とする人 (ひと)が集 (あつ)まっている所 (ところ)があります。そこは、福音 (ふくいん)がない宗教人 (しゅうきょうじん)たちもよく知 (し)っていて、奥深 (おくふか)くまで入 (はい)り込 (こ)んでいる現場 (げんば)でもあります。それは、福祉 (ふくし)、経済 (けいざい)、いやしの現場 (げんば)です。この現場 (げんば)は、福音 (ふくいん)がなければ絶対 (ぜったい)に生 (い)かすことはできません。なぜ福音 (ふくいん)でだけ、生 (い)かすことができるのでしょうか。
その答 (こた)えが使 (し)徒 (と)３章 (しょう)に詳 (くわ)しく記録されています。神殿 (しんでん)の「美 (うつく)しの門 (もん)」に座 (すわ)っていた足 (あし)のなえた人 (ひと)について考 (かんが)えてみましょう。彼 (かれ)が毎日 (まいにち)、もの乞 (ご)いするために神殿 (しんでん)に連 (つ)れて行 (い)ってあげた人 (ひと)がいたでしょう。また、彼 (かれ)をかわいそうに思 (おも)って、お金 (かね)を渡 (わた)した人 (ひと)もいました。しかし、その方法 (ほうほう)では足 (あし)のなえた人 (ひと)の根本 (こんぽん)問題 (もんだい)と必要 (ひつよう)を解決 (かいけつ)してあげることはできませんでした。彼 (かれ)にとって本当 (ほんとう)に必要 (ひつよう)だったのはたましいの救 (すく)いでした。そのとき、ペテロを通 (とお)して「イエス・キリストの御名 (みな)」、福音 (ふくいん)を聞 (き)くようになりました。このとき、足 (あし)のなえた人 (ひと)が立 (た)ち上 (あ)がって歩 (ある)きながら神殿 (しんでん)に入 (はい)って行 (い)き、神様 (かみさま)を賛美 (さんび)するようになりました。
このように、福音 (ふくいん)は人 (ひと)の力 (ちから)では解決 (かいけつ)できない根本 (こんぽん)問題 (もんだい)を解決 (かいけつ)する答 (こた)えです。今日 (きょう)からペテロのように、福音 (ふくいん)が最 (もっと)も必要 (ひつよう)な福祉 (ふくし)、経済 (けいざい)、いやしの現場 (げんば)のために祈 (いの)りましょう。この祈 (いの)りをする人 (ひと)を通 (とお)してそこに福音 (ふくいん)を伝 (つた)えて生 (い)かす、伝道者 (でんどうしゃ)になるように導 (みちび)いてくださるでしょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









神様 (かみさま)、私 (わたし)をペテロのように、伝道者 (でんどうしゃ)として呼 (よ)んでくださってありがとうございます。福音 (ふくいん)がいちばん必要 (ひつよう)な福祉 (ふくし)、経済 (けいざい)、いやしの現場 (げんば)のために祈 (いの)る心 (こころ)を先 (さき)にください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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[image: ]　　　　　生活 (せいかつ)に必要 (ひつよう)な知恵 (ちえ)を知 (し)って、研究 (けんきゅう)しましょう。







　Remnant Unity Training Center レムナント共同体 (きょうどうたい)訓練場 (くんれんじょう)
　RUTCとは「レムナントを育 (そだ)てて訓練 (くんれん)させる場所 (ばしょ)」です。これは、
　旧約 (きゅうやく)時代 (じだい)からいままで、続 (つづ)けられてきた聖書 (せいしょ)の重要 (じゅうよう)な運動 (うんどう)が進行 (しんこう)される
　場所 (ばしょ)です。RUTCは４つの単語 (たんご)の頭文字 (かしらもじ)をとった名前 (なまえ)です

知恵 (ちえ)を
うけよう











Ｔ（Training）
[bookmark: _GoBack]神様 (かみさま)に24時間 (じかん)集中 (しゅうちゅう)することができる方法 (ほうほう)を実際 (じっさい)に訓練 (くんれん)させるという意味 (いみ)を含 (ふく)んでいます。
Ｒ（Remnant）
医学用語 (いがくようご)でも使 (つか)われる単語 (たんご)です。「ごみ」という意味 (いみ)を持 (も)っています。しかし、聖書 (せいしょ)では「神様 (かみさま)が残 (のこ)された者 (もの)」という意味 (いみ)で、重要 (じゅうよう)に使 (つか)われています。







Ｃ（Center）
レムナントたちが集 (あつ)まって、神様 (かみさま)とともにいながら、神様 (かみさま)に集中 (しゅうちゅう)するために必要 (ひつよう)な場所 (ばしょ)ということばです。

Ｕ（Unity）
神様 (かみさま)とともにいるとき（With）出 (で)る力 (ちから)はちがっています。この力 (ちから)を持 (も)っている人 (ひと)がひとつとなる（Oneness）訓練 (くんれん)をするという意 (い)味 (み)を含 (ふく)んでいます。
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